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市民の声を届け、前進しました 予
算
議
会
で
実
現
・
前
進
し
た
こ
と 

◆４月 17日、日本共産党県議団と久喜市議団を含む 9 市

町の議員団は、県立小児医療センターの移転計画を見直

して、「現在地での存続」を求めるよう要望書を上田知事

あてに提出しました。 

要請では埼玉県内の医療体制が偏在し、東部北地区が

乳幼児の死亡率が高かったことから設立された経過もあ

る。なぜ新都心へ移転してしまうのか。地域の小児救急

医療、(久喜市の土屋小児病院など)は、新生児集中治療

室(NICU)が現在地にあることを前提に治療をしている。

など切実な声が出されました。 

上田知事はこの間、移転反対の声に押され「一部機能の

存続を検討する」と表明しています。応対した県の担当

者は、移転の影響を調べるため、今後患者の方などから

アンケートなどをとり進めて行くと説明がありました。 

 

埼玉県立小児医療センター 

 現地での存続を求め県に要請 
 

 

さいたま岩槻区にある小児医療センターをさいた

ま新都心へ移転させる計画が進む中、患者家族や地域

住民が通院の問題や療育環境の悪化などから移転に

反対の声があがっています。 

利用者も多く平成 22年度の患者数は 112,102 人、

入院は 85,163 人。久喜市でも外来は 755 人、入院で

は 294人が利用しています。現在のこの地に小児医療

センターがあったからこそ、今の命があるという父母

の声が聞かれています。 

 

 

一
般
質
問
や
議
案
審
議
で
は 

◆
東
鷲
宮
駅
東
側
の
地
下
道
大
改
修
（
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
へ
） 

◆
学
校
耐
震
化
補
強
整
備
事
業
、
大
規
模
改
修
工
事
の
拡
充 

◆
東
日
本
大
震
災
の
市
の
支
援
基
金
、
液
状
化
対
策
検
討
委
員
会 

◆
地
域
防
災
計
画
で
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成 

◆
国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
の
負
担
金
千
円
が
無
料
と
な
り
ま
し
た 

健
診
項
目
に
、
心
電
図
、
眼
底
検
査
が
加
わ
り
ま
す 

◆
が
ん
検
診
の
個
別
は
が
き
の
復
活
を
求
め
、
２４
年
度
か
ら
実
施 

◆
社
会
福
祉
課
、
生
活
保
護
の
担
当
職
員
が
、
平
成
２４
年
度
３
人
増
員
さ
れ
ま
す 

◆
学
童
保
育
の
建
築
・
改
修
が
さ
れ
ま
す(

鷲
宮
小
・
上
内
小
・
栢
間
小) 

◆
既
存
建
築
物
の
耐
震
補
強
設
計
（
上
限
５
万
円
）、
耐
震
補
強
工
事 

 
 

（
上
限
５０
万
円
）
、
同
建
て
替
え
工
事
（
上
限
５０
万
円
） 

◆
自
治
体
判
断
で
介
護
保
険
の
「
総
合
事
業
」
導
入
せ
ず
、 

◆
コ
ー
ポ
ラ
ン
ド
地
域
の
遊
水
地
ポ
ン
プ
の
拡
充 

◆
県
道
久
喜
幸
手
線
に
隣
接
す
る
私
道
４
１
８
８
号
線
の
舗
装
な
ど 

◆
鷲
宮
・
中
央
１
丁
目
の
大
雨
水
害
対
策
で
大
型
ポ
ン
プ
設
置
へ 

 

な
ど 

存
続
を
求
め
る
要
望
書
を
県
に
手
渡
す 

（
右
か
ら
２
番
目
が
石
田
議
員
） 

◆放射線量の局所的な測定と希望

者への測定器の貸し出し、給食・

農作物の検査体制の拡充を提案

し、市長の考えをただしました。 

○その結果 

「これまでの測定結果をふまえ、除

染箇所や比較的高い測定箇所のモ

ニタリングをしていく。」「新たに４

台購入し測定器の貸し出しを実施

する。」と答弁。 

 （現在、平日での貸し出しを実施

中です） 

 

 

代表質問では 

 

栗
橋
地
域 

東
３
丁
目 

通
称
「
か
み
な
り
道
路
」 

の
補
修
に
予
算
計
上 

 

側溝のふたの上を車が 
通るとたいへんです 

 



ishida00@apricot.ocn.ne.jp 

◆3 月 14 日、久喜宮代衛生組合に対し、宮代町民から

住民監査請求が出されました。内容は、平成 23 年度に

八浦清掃センター周辺の住民組織に対して、研修旅行

費用として 140 万円支出していることに疑義があるの

で、返還をするよう求めているものです。 

◆4 月 11 日日には請求人の意見陳述が行われ、監査請

求提出日から 2 か月以内に、監査委員から回答するこ

とになっています。 

 

 

各部局の連携で久喜市 
から「孤独死」も 

「無縁死」も出すな 

 

水道事業会計・料金徴収で判明 

◆予算議会の審議や調査の中で、水道料金の支払

い通知送付から４カ月未納のとき、『給水停止』

が 3,300 件も行われていたことが明らかにな

りました。 

◆議員団では現在、他の自治体の状況を調査中で

すが、杉戸町や、宮代町では、４カ月未納など

の場合、職員が直接訪問して聞き取りや料金徴

収などを行っています。久喜市と比べるとてい

ねいな行政の対応が見られます。 

◆さいたま市の一家餓死事件の教訓からも、「最

悪の事態」になる前こそ各部局が連携して「福

祉的対応」が強く求められているのではないで

しょうか。 

◆
日
本
共
産
党
久
喜
市
議
団
で
は
４
月
23

日
、
公
共
交
通
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
視
察
研

修
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
北
本
市
で
は
平
成

２１
年
度
に
テ
ス
ト
運
行
を
３
ヵ
月
間
行
い
、

平
成
２２
年
度
に
は
実
証
運
行
を
行
い
23
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。 

◆
市
内
バ
ス
会
社
と
タ
ク
シ
ー
会
社
に
委

託
し
、
３
台
の
車
両
を
使
用
し
年
中
無
休
で

運
行
。
現
在
４
０
３
８
人
の
方
が
登
録
し
平

成
２３
年
度
は
１
万
９
７
９
３
人
が
利
用
し

て
い
ま
す
。 

◆
利
用
は
１
週
間
前
か
ら
当
日
１
時
間
前

ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
予
約
、
当
日
、
バ

ス
は
利
用
者
宅
に
迎
え
に
行
き
、
同
じ
目
的

地
の
方
が
乗
り
合
い
運
行
し
ま
す
。
運
賃
は

３
０
０
円
で
、
高
齢
者
の
利
用
が
８
割
を
占

め
交
通
弱
者
の
対
策
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

久喜宮代衛生組合に 

住民監査請求が出される 

水道料金未払い世帯に対し 

機械的な給水停止で 3,300件 

 

党議員団デマンドバス調査で北本市、加須市を視察 
北
本
市 

◆
加
須
市
旧
騎
西
町
で
は
、
ふ
れ

あ
い
タ
ク
シ
ー
と
し
て
、
騎
西
町

商
工
会
が
ワ
ゴ
ン
車
２
台
で
「
デ

マ
ン
ド
方
式
」「
循
環
方
式
」
に
よ

り
、
騎
西
全
域
及
び
加
須
市
南
口

ま
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
事
前
登

録
が
必
要
で
、
電
話
予
約
に
よ
り
、

自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
送
迎
し
ま

す
。
予
約
は
７
時
１５
分
か
ら
１８
時

３０
分
ま
で(

前
日
か
ら
で
も
可
能)

で
、
利
用
予
定
便
出
発
の
３０
分
前

ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。 

  

 

 

加
須
市
・
騎
西 

☆
４
月
２
１
日
、
党
議
員

団
で
は
久
喜
地
域
と
菖
蒲

地
域
の
公
園
を
中
心
に
放

射
能
の
測
定
を
行
い
ま
し

た
。
一
部
の
公
園
で
局
所

的
に
は
比
較
的
高
い
地
域

が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
も
継
続
的
な
調
査

を
行
う
予
定
で
す
。 

（
な
お
、
調
査
結
果
の
詳

細
に
つ
い
て
は
次
号
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。） 

 

 

党
議
員
団
で
放
射
能
の
測
定
を 

し
ま
し
た
（
久
喜
・
菖
蒲
地
域
） 

バスを実施している 

騎西の商工会で 

（オペレーターの方と） 

加須市・騎西のデマンド
バスです（８人乗り） 

北
本
市
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス 

ス
テ
ッ
プ
が
低
く
乗
り
や
す
い 

（
バ
ス
に
も
乗
り
ま
し
た
） 

菖蒲ラベンダー公園 

久
喜
山
下
公
園
で
測
定
中 

mailto:ishida00@apricot.ocn.ne.jp

